
リングスリング

手早く装着できるリングスリングは、お出かけ、
車移動の多い生活など頻繁に抱きおろしを繰
り返すシーンに便利です。
まずは、大人の背中に布が大きく広がるシンプ
ルな「基本の使い方」と、小柄な方や新生児の
抱っこにおすすめの「背中で布を折り返す使
い方」の２つから、お好みの準備方法をお選び
ください。
どちらの準備方法も、大人の身体とぴったり
密着する正面抱っこから視野の広がる腰抱き
まで、赤ちゃんの発達やニーズに合わせて抱く
位置を自由自在に変えることができます。スリ
ングで抱いたまま赤ちゃんを少し下げると、授
乳もできます。

赤ちゃんの成長にあわせて
ずっと使える
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リングは肩の高い位置に乗せま
す。

スリングを広げて、腰骨の近く
で、下からじゃばら状に布を束
ねます。

布を束ねて持ちます。赤ちゃんを抱く腰と、反対の肩
にリングを準備して、布を背中
に斜めに広げます。

２本のリングの下から布を通し
ます。

リングを開きます。

リング部分の布の両側から親指
を差し込み、

両側からじゃばら状に集めます。 布が折り重ならないように、リ
ングに全体に広げます。レール
が折れていないか確認をします。

布束がリングの間を通るように
折り返し、下のリングに通します。

腰骨の辺りで束を固定して、
テールをリングに向かって持ち
上げます。

スリングの準備
シンプルな「基本の使い方」は、初めてスリングを使う方におすすめです。慣れてきたら、
新生児や小柄な女性の身体にフィットしやすい「背中フリップ」の抱き心地も試して、ご自身の快適なスタイルをお選びください。

リング上に布が均等に広がるよ
うに、両端から中央まで順に
テールを引きます。

基 本 編

④① ② ③

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑩⑨ ⑪ ⑫
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スリングの準備

高い位置へ戻します。 肩の布を広げます。

リングを持っていた手で、布の
下側を持ちます。

赤ちゃんを抱く腰と、反対の肩
にリングを乗せて、布を背中に
斜めに広げます。

布が背中で折り返していること
を確認します。

リングの位置が下がっていたら、

２本のリングの下から布を通し
ます。

布を束ねて持ちます。 腰骨の辺りで束を固定して、
テールをリングに向かって持ち
上げます。

腰骨の近くで、下からじゃばら
状に布を束ねます。

上の手を離して、布を下から持
ち上げます。

布がねじれていないか確認します。

背中布の折り返し（フリップ）編

⑬ ⑭ ⑮

④① ② ③

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑯
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スリングの準備

リングを開きます。

布が背中でフリップしているこ
とを確認します。

布束がリングの間を通るように
折り返し、下のリングに通します。

布の端が折れていたら広げます。 リングの間の布の両側から親指
を差し込み、両側からじゃばら
状に集めます。

リング上に布が均等に広がるよ
うに、両端から中央まで順に
テールを引きます。

リングの位置が下がっていたら、 高い位置へ戻し、肩の上の布
を広げます。

抱き入れ
布束に赤ちゃんを座らせ、姿勢を確認してから布を広げましょう。両膝がお尻よりも高く、左右対称のM字型開脚姿勢が
取れていることを確認します。赤ちゃんの股関節の発育を促し、スリングの中で安定しやすい姿勢です。

布束の下から手を入れて、足
を迎え入れます。

脚を下へひっぱらないように気
をつけてください。

布が両膝の下を通り、お尻を
支えるように座らせます。膝が
お尻よりも高いM字の開脚姿
勢。

赤ちゃんを高い位置に抱っこし
ます。

⑪⑩ ⑫

⑬ ⑭

⑨

⑮ ⑯

④① ② ③
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抱き入れ

首すわり前の赤ちゃん

左右の脚が同じ高さになってい
ることを確認します。

お尻の下に余った布で、赤ちゃん
のお尻を包みます。

リング近くから、布を広げます。
上縁を掴み、まずはお尻を包
みます。

布を掴む位置を変えながら、 背中全体に布を広げます。

小さい赤ちゃんは、頭が隠れ
るくらいしっかり布を引き上げ、

お顔が見えるように首元まで
下げておきます。

背中側から下部分の布の緩みを
集めてお尻の下へ送ります。
赤ちゃんの膝下は自由に動かせて
いるか、ふくらはぎが布に覆われ
ていないか確認してください。

おへそに向かって、上へ引き上
げます。赤ちゃんの膝から膝ま
で、お尻と太もも全体を包みます。

赤ちゃんの下から手を入れて布
をつかみ、

赤ちゃんの脚がM字型をして
いれば、引き締め準備が完成
です。

⑩

⑫ ⑬

⑨

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑪
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背中の布を広げると、より体重
分散できます。

引き締め
布の流れに沿って放射状に引き締めれば、布の滑りが良くスムーズです。端から順番に数回に分けて引き締めると
赤ちゃんの身体に布がジャストフィットして快適さと安定感がアップします。

布の流れに沿って放射状に引く
と、スムーズに引き締まります。
首の辺り（写真でピンク色の
縁）は強く引きすぎないように
気をつけましょう。

布を上端から５等分するイメー
ジで、順番に一筋ずつ引き締め
ます。赤ちゃんの肩と肩の間（写
真でダークグレーの部分）を
しっかり引き締めることで首す
わり前の赤ちゃんが安定します。

赤ちゃんの背中やお尻部分のシ
ワや緩みがなくなるように、順
番に引き締めます。

緩みをリングへ集めていきます。

完成です。

確認・アレンジ
必ず安全で快適な抱っこができているか確認しましょう。
簡単にできる、新生児やお昼寝におすすめの首枕アレンジもシーンに合わせてお使いください。

次に密着感の確認です。赤ちゃ
んを支えながら、軽くお辞儀を
しても安定しているか確認します。

赤ちゃんの首枕をつくるアレン
ジです。首すわり前やお昼寝
した赤ちゃんにおすすめです。
ガーゼハンカチなどを２〜３cm
の棒状に丸めます。

トップレールを引き上げて、丸
めたガーゼハンカチを巻き込み
ます。厚みのあるハンドタオル
は、適当な太さまで丸めて使用
します。

シートは赤ちゃんの両膝裏から
お尻を包み、膝裏を圧迫してい
ないことを確認します。

④① ② ③

⑤

④① ② ③

ワンポイントアドバイス

ボトムレールの引き締め

シート部分の布を引きす
ぎると、赤ちゃんの片
脚が傾き、シートが外れ
やすくなります。
下部分の布を引く時は、
赤ちゃんの姿勢をよく確
認しましょう。

⑥
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確認・アレンジ

赤ちゃんの顔に布がかからない
ように、外します。

テールを使う方法もあります。 テールの上部を適当な太さに丸
め、巻き込みます。

完成です。完成です。

下ろし方
ワンステップで簡単に赤ちゃんを下ろすことができます。
赤ちゃんを支えて、安全にスリングを外しましょう。

布がかかっていないリング
を、持ち上げます。持ち上げる、
戻す、を繰り返すとスリングが
緩みます。

赤ちゃんを片手で抱っこしなが
ら、

下からシートを外します。片手で赤ちゃんのお尻を支えて
抱きます。

スリングを大人の身体に装着し
ておけば、繰り返し赤ちゃんを
抱き入れたり下ろしたりできます。

⑥ ⑦ ⑧

④

① ② ③

⑤

⑥
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